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32) 最近の細菌性赤痢について

。神田勝夫，倉持正昭(君津病院〉 

昭和 34年6月---35年9月聞に収容せる患者は 
159名 (34年 58，35年 101名)。月別では 2--24名
で何れの季節にも認め，性別は男 67名女 92名で女
子に多く，年令は小児 78名成人 81名で略々同数で
あり， 小児では 1---5年 49名 6---10年 25名 11---15
年 10名で疫痢年令時期K多い。疫痢患児 10例(死
亡4名〉。死亡者 5名(小児 4，老人 1)である。
集団発生例は 5件 (34年 12月， 35年 3，6，6---7， 
9月)57名 (35.8%)で冬季にも認められる。性別，
年令等は発生状況により左右される。検出された菌
は単一菌型 3件， 2種類及び 3種類菌型各 1件であ
る。 
35年の 27株の薬剤 (SM，TC，CM)感受性は 
1剤耐性2株， 3剤耐性 3株あった。 3剤耐性菌に
よる患者の治療にはピス型ニトロフラン系化合物 
Panazonが効果があった。 
33) 麻疹ワクチンの使用経験

。久保田真一郎，斎藤 裕

(大森赤十字病院〉

荒川氏麻疹ビールスワクチンを予防及び治療に用
ひた。
予防成績は，接種者 Z2名中 1名のみ躍患したが，
之の者は接種を完了せざるうちに発症した。
尚麻疹患者と接触し，或は近隣に発生した者が 9
名あったが，いずれも擢患していない。
治療成績は 3名中ワクチン注射後 48時間以内に
下熱せる者が 2名あり，いずれの症例に於ても合併
症を生ぜず治癒した。
麻疹ワクチンは麻疹の経過を促進すると共に好影
響がある如く思はれた。
事
副作用と思はれるものは見なかった。
質問橋本五郎(群馬中央〉
麻疹ワクチンの有効期間はどの位ありますでせう
か。
追加菊島竹丸(東京都)
本年 5月より中程度の麻疹流行に際し，勝楽堂院
長原博士より荒川氏麻疹ワクチンを提供頂き予防用
ワクチンを 60例に使用したので追加致します。 60
例中麻疹擢患児4例でこの4例はワクチン非接種児
と経過に於いて差が見られムなかった。
叉治療用ワクチンは希望者 10名に使用し 2名の
肺炎併発患児を除いて 48時間以内に下熱発疹の消
祖，及び一般状態の改善を見たもの 7例で他の 1例
も有効と認められた。
叉肺炎併発の 2例はいづれも予防用ワクチン接種
も行ひ，更に治療用ワクチンも使用したが無効であ
り，叉この 2例は日頃より感冒擢患傾向強くしかも
しばしば重症化しやすい体質で、あったこともワクチ
ンの効果が無かったこと〉関係が有るやうに思われ 
Tこ。
追加原 弘毅(東京・勝楽堂病院) 
1) 治療の時l乙発疹出現当日でなければ，効奏し
ないという事は，発疹時l乙ウィルスが組織細胞を攻
撃するので，その頃に注射した方が良t"¥から， これ
は Runkle女史の文献や荒川氏の実験から理解さ
れる。 
2) 予防は予防する時期をあやまると，予防率は
さがるのでこの事を考慮に入れて予防接種すること
を望む。 
3) 予防しでも麻疹にか〉ることがあるが，ワク
チンの量が多い時には，非予防群のものより一般に
症状が軽い様だ。 
4) ワクチンの力価はある程度高くなければ奏効
しないのでζの点，製造する時に注意してほしいと
思っている。
答原弘毅(勝楽堂)
乙のワクチンは氷室(なるべく電気冷蔵庫〉に入
れておくならば，今の所 1年間は有効だと思う。そ
れ以上はこのワクチンを用いてまだ日が浅いので今
はっきりわかっていない。 
34) 昨冬経験せる感冒性消化不良症について
。橋本五郎，旦尾雅子(群馬中央〉
最近，消化不良症の頻度は減少して来たが，昨年 
12月始めより，数週の聞に，感冒による腸管外感染
と考へられる消化不良症(白色便性消化不良症を含
めて〉数例を経験したので報告する。
白色便性消化不良症の 3例中， 1例は重症で急速
の経過をとり，意識調濁，痘撃の下l乙死亡。坂本教
援の言う「脳型白痢Jと考へられるのではないか。、
他の 1例は白色便は見られないが，感骨性消化不良
症の重症例で，静脈内点滴注入により輸血，抗生物
質等にて軽快した。 
35) アレルギー性疾患はこの頃多くなったか，
又その理由についての者察
。中山喜弘，中村清子(九段坂病院)
三之官愛雄(東邦大〉
アレルギー性疾患と云われるもの〉うち代表的の
